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夏季における重点的な乗客の車内への置き去り防止の徹底について 

 

当該事案については、数次にわたり当職事務連絡「乗客の車内への置き去り

防止の徹底について」により、機会あるごとに注意喚起し、必要な対策の周知

徹底を求めてきたところである。 

バス車内に乗客を置き去りにする事案は度々発生しており、その対策につい

ては、細心の注意が求められるところである。まもなく気温の高い時季を迎え

るなか、夏季は車内の温度も高温になるなど、状況によっては人命に関わる事

態となることから、その対策は極めて重要である。 

置き去り事案の発生は、旅客運送の安全性に対する国民からの信頼を大きく

揺るがすものとなるところ、夏季における乗客等の車内への置き去りを重点的

に防止するため、下記の措置を改めて徹底するよう管内の一般乗合旅客自動車

運送事業者、一般貸切旅客自動車運送事業者及び特定旅客自動車運送事業者並

びに交通空白地有償運送を行っている自家用有償旅客運送者に周知されたい。 

 

記 

 

〇運行終了後及び帰庫後に全座席の点検を実施する等車内への乗客の置き去り

を防止するために必要な措置を改めて徹底し、現在の車内確認の実施方法に

ついて再点検すること。 

 

○上記確認や点検については、複数の人員で実施する等の確実な実施方法に加

え、乗客の置き去り防止の観点から車庫内での車両の保管方法について検討

し、夏季にあっては、一層十分な措置を講じること。 

以上 


